
(57)【要約】

【課題】　構成部品をタンク内の正確な位置に取り付け

る。

【解決手段】　本発明は、構成部品（２０）が内部に取

り付けられたタンク、特に車両の燃料タンクを提案する

。該タンクは、タンク壁（１２）と、第１の端部（１２

）及び第２の端部（２１）を有するシャフト（１４）を

備える。ベース部（１６）は、シャフト（１４）の第１

の端部（１８）に配置され、該ベース部（１６）は、タ

ンク壁（１２）に面するその表面上に溶接領域（２２）

を備え、該溶接領域（２２）には該タンク壁（１２）に

シャフト（１４）を溶接するため溶接材料（２４）が配

置される。構成部品（２０）はシャフト（１４）の第２

の端部（２１）に取り付けられる。本発明の一態様によ

れば、ベース部（１６）は、溶接領域（２２）よりも広

く、ベース部（１６）の周囲領域（２６）は、タンク壁

（１２）に取り付けられたとき、タンク壁（１２）に少

なくとも部分的に載置されるように形成される。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
構 成 部 品 が 内 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 タ ン ク 、 特 に 車 両 の 燃 料 タ ン ク で あ っ て 、
　 前 記 タ ン ク は 、
　 タ ン ク 壁 と 、
　 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 を 有 す る シ ャ フ ト と 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 第 １ の 端 部 に 配 置 さ れ た ベ ー ス 部 で あ っ て 、 該 ベ ー ス 部 は 、 前 記 タ
ン ク 壁 に 面 す る そ の 表 面 上 に 溶 接 領 域 を 備 え 、 該 タ ン ク 壁 に 前 記 シ ャ フ ト を 溶 接 す る た め
前 記 溶 接 領 域 に 溶 接 材 料 が 配 置 さ れ て い る 、 前 記 ベ ー ス 部 と 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 第 ２ の 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 構 成 部 品 と 、
を 備 え て お り 、
　 前 記 ベ ー ス 部 は 、 前 記 溶 接 領 域 よ り も 広 く 、
　 前 記 ベ ー ス 部 の 周 囲 領 域 は 、 前 記 タ ン ク 壁 に 取 り 付 け ら れ た と き 、 前 記 タ ン ク 壁 に 少 な
く と も 部 分 的 に 載 置 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 タ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 溶 接 材 料 は 、 ２ ｍ ｍ 乃 至 ５ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 厚 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の タ ン ク
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 溶 接 材 料 は 、 交 差 、 H字 又 は 円 の 各 形 態 で 配 列 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の
タ ン ク 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ベ ー ス 部 の 前 記 周 囲 領 域 は 、 前 記 タ ン ク 壁 に 向 か う 突 出 部 を 備 え 、
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 溶 接 材 料 が 前 記 タ ン ク 壁 と 接 触 す る と き 、 該 突 出 部 が 該 タ ン ク 壁 上
に 載 置 す る よ う に 寸 法 が 定 め ら れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の タ ン ク
。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 タ ン ク 壁 は 、 前 記 ベ ー ス 部 に 向 か う 突 出 部 を 備 え 、
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 溶 接 材 料 が 前 記 タ ン ク 壁 と 接 触 す る と き 、 前 記 ベ ー ス 部 の 前 記 周 囲
領 域 が 前 記 突 出 部 上 に 載 置 す る よ う に 寸 法 が 定 め ら れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の タ ン ク 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 周 囲 領 域 及 び 前 記 タ ン ク 壁 の う ち 少 な く と も い ず れ か は 、 少 な く と も ３ つ の 突 出 部 を
備 え 、 該 突 出 部 は 、 互 い か ら 等 間 隔 に 隔 て ら れ て い る 、 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の タ ン ク 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 突 出 部 は 、 周 囲 リ ブ を 形 成 す る よ う に 一 体 に 連 結 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載
の タ ン ク 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 タ ン ク 壁 は 、 前 記 溶 接 材 料 を 受 け 入 れ る た め の 凹 部 を 備 え 、
　 該 凹 部 は 、 前 記 溶 接 材 料 が 前 記 タ ン ク 壁 と 接 触 す る と き 、 前 記 ベ ー ス 部 の 前 記 周 囲 領 域
が 前 記 タ ン ク 壁 に 載 置 す る よ う に 寸 法 が 定 め ら れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の タ ン ク 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ベ ー ス 部 の 前 記 周 囲 領 域 は 、 前 記 タ ン ク 壁 に 向 か う 突 出 部 を 備 え 、
　 前 記 タ ン ク 壁 は 、 前 記 溶 接 材 料 を 受 け 入 れ る た め の 凹 部 を 備 え 、
　 前 記 突 出 部 及 び 前 記 凹 部 は 、 前 記 溶 接 材 料 が 前 記 タ ン ク 壁 と 接 触 す る と き 、 前 記 ベ ー ス
部 の 前 記 突 出 部 が 前 記 タ ン ク 壁 上 に 載 置 す る よ う に 寸 法 が 定 め ら れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至
３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の タ ン ク 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 タ ン ク は 、 燃 料 タ ン ク で あ り 、
　 前 記 構 成 部 品 は 、 燃 料 レ ベ ル セ ン サ ー 、 充 填 若 し く は 排 出 バ ル ブ 、 又 は 、 ジ ェ ッ ト ポ ン
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プ の い ず れ か で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の タ ン ク 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 シ ャ フ ト と 、 前 記 ベ ー ス 部 と 、 応 用 さ れ る 場 合 の 前 記 突 出 部 又 は 前 記 周 囲 リ ブ と 、 は
一 体 の 部 品 で 成 形 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ 乃 至 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の タ ン ク 。
【 請 求 項 １ ２ 】
タ ン ク 、 特 に 車 両 の 燃 料 タ ン ク の 内 部 に 構 成 部 品 を 取 り 付 け る た め の 取 り 付 け 特 徴 構 造 体
で あ っ て 、
　 前 記 取 り 付 け 特 徴 構 造 体 は 、
　 前 記 構 成 部 品 を 取 り 付 け る た め の シ ャ フ ト と 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 一 方 の 端 部 に 設 け ら れ た ベ ー ス 部 と 、
　 タ ン ク 壁 に 前 記 取 り 付 け 特 徴 構 造 体 を 溶 接 す る た め 、 前 記 ベ ー ス 部 の 溶 接 領 域 に 配 列 さ
れ た 溶 接 材 料 と 、 を 備 え て お り 、
　 前 記 ベ ー ス 部 は 、 前 記 溶 接 領 域 よ り も 広 く 、
　 前 記 ベ ー ス 部 の 周 囲 領 域 は 、 突 出 部 を 備 え 、 該 突 出 部 は 、 前 記 タ ン ク 壁 に 取 り 付 け ら れ
た と き 、 前 記 タ ン ク 壁 に 向 か い 且 つ 前 記 タ ン ク 壁 上 に 載 置 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 、 取 り 付 け 特 徴 構 造 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 周 囲 領 域 は 、 少 な く と も ３ つ の 突 出 部 を 備 え 、 該 突 出 部 は 、 互 い か ら 等 間 隔 に 隔 て ら
れ て い る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 取 り 付 け 特 徴 構 造 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 突 出 部 は 、 周 囲 リ ブ を 形 成 す る よ う に 一 体 に 連 結 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ２ 又 は １ ３ に
記 載 の 取 り 付 け 特 徴 構 造 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 概 し て 熱 成 形 タ ン ク に 係 り 、 特 に 、 構 成 部 品 が 内 部 に 取 り 付 け ら れ た 車 両 燃
料 タ ン ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 燃 料 レ ベ ル セ ン サ ー 、 充 填 若 し く は 排 出 バ ル ブ 、 又 は 、 ジ ェ ッ ト ポ ン プ 等 の 構 成
部 品 は 、 例 え ば 燃 料 タ ン ク 内 の 幾 つ か の 条 件 を 検 出 す る た め 、 一 般 に は 、 自 動 車 の 燃 料 タ
ン ク の 内 部 に 配 置 さ れ る 。 そ の よ う な 構 成 部 品 は 、 通 常 、 一 端 部 に お い て ベ ー ス 部 を 有 す
る 略 円 柱 シ ャ フ ト 上 に 通 常 取 り 付 け ら れ て い る 。 ベ ー ス 部 は 、 シ ャ フ ト を タ ン ク 壁 に 接 続
す る た め 、 タ ン ク 壁 に 面 し た 溶 接 領 域 上 に 溶 接 材 料 を 有 す る 。 溶 接 材 料 、 例 え ば 交 差 形 態
に 配 置 さ れ た ２ つ の 厚 い 溶 接 材 料 リ ブ が 、 燃 料 タ ン ク 内 の シ ャ フ ト の 組 み 立 て 前 に 加 熱 さ
れ る 。 そ の よ う な 溶 接 は 、 そ の 寿 命 の 間 、 良 好 な 溶 接 品 質 及 び 剛 性 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 燃 料 タ ン ク の タ ン ク 壁 へ の シ ャ フ ト の 溶 接 の 間 、 シ ャ フ ト は 、 傾 斜 し て 設 置 さ
れ る 傾 向 を 持 つ 。 溶 接 材 料 が 高 温 で あ る 間 、 シ ャ フ ト は 、 そ の 付 近 を 動 く こ と が で き 、 正
確 に 位 置 決 め さ れ な い と い っ た 高 い リ ス ク が 存 在 す る 。 こ れ は 、 シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ
た 構 成 部 品 が 正 確 に 配 置 さ れ ず 、 よ っ て 、 該 構 成 部 品 の 適 切 な 機 能 を も た ら さ な い と い う
結 果 と な る 。 構 成 部 品 の 正 確 な 機 能 を 確 保 す る た め 、 後 者 は 、 燃 料 タ ン ク 内 に 正 確 に 配 置
さ れ な け れ ば な ら な い 。 即 ち 、 組 み 立 て 中 の シ ャ フ ト の 傾 斜 が 回 避 さ れ な け れ ば な ら な い
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 組 み 立 て 中 の シ ャ フ ト の 傾 斜 を 回 避 す る 一 つ の 解 決 法 は 、 よ り 広 い ベ ー ス 部 及 び よ り 広
い 溶 接 領 域 を シ ャ フ ト に 設 け る こ と で あ る 。 溶 接 材 料 の よ り 大 き い 領 域 は 、 組 み 立 て 中 に
傾 斜 を 回 避 す る が 、 加 熱 さ れ た 溶 接 材 料 の 増 大 し た 領 域 は 、 タ ン ク 壁 に 損 傷 を 与 え 得 る 。
実 際 、 壁 表 面 の 変 形 が 発 生 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 組 み 立 て 中 に シ ャ フ ト の 傾 斜 を 回 避 す る た め の 別 の 解 決 法 は 、 燃 料 タ ン ク に 溶 接 さ れ た
少 な く と も ２ つ の シ ャ フ ト と 、 両 シ ャ フ ト を 接 続 す る た め の 交 差 バ ー と 、 を 使 用 す る こ と
で あ る 。 こ れ に よ り 、 よ り 安 定 し た 組 み 立 て が 達 成 さ れ る 。 し か し 、 シ ャ フ ト ア ッ セ ン ブ
リ そ れ 自 身 の 変 形 が 、 溶 接 の 間 に 発 生 し 得 る 。 こ れ に よ っ て 、 再 び 、 構 成 部 品 の 正 確 な 位
置 決 め を 妥 協 す る こ と に な る 。 更 に は 、 そ の よ う な シ ャ フ ト ア ッ セ ン ブ リ の 重 量 増 大 が 欠
点 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 番 号 ５ ， ０ ４ ６ ， ４ ７ １ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 フ ラ ン ス 特 許 番 号 ２ ， ５ ６ ０ ， １ ６ ７ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 構 成 部 品 が 内 部 に 取 り 付 け ら れ た タ ン ク を 改 善 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た タ ン ク に よ り 達 成 さ れ る 。
　 本 発 明 は 、 構 成 部 品 が 内 部 に 取 り 付 け ら れ た 、 タ ン ク 、 特 に 車 両 の 燃 料 タ ン ク を 提 案 す
る 。 そ の よ う な タ ン ク は 、 タ ン ク 壁 と 、 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 を 有 す る シ ャ フ ト を 備
え る 。 ベ ー ス 部 は 、 シ ャ フ ト の 第 １ の 端 部 に 配 置 さ れ 、 該 ベ ー ス 部 は 、 タ ン ク 壁 に 面 す る
そ の 表 面 上 に 溶 接 領 域 を 備 え 、 該 溶 接 領 域 に は 該 タ ン ク 壁 に シ ャ フ ト を 溶 接 す る た め 溶 接
材 料 が 配 置 さ れ て い る 。 構 成 部 品 は シ ャ フ ト の 第 ２ の 端 部 上 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 本 発
明 の 重 要 な 態 様 に よ れ ば 、 ベ ー ス 部 は 、 溶 接 領 域 よ り も 広 く 、 ベ ー ス 部 の 周 囲 領 域 は 、 タ
ン ク 壁 に 取 り 付 け ら れ た と き 、 該 タ ン ク 壁 に 少 な く と も 部 分 的 に 載 置 さ れ る よ う に 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 タ ン ク 内 の 組 み 付 け の 間 の シ ャ フ ト の 傾 斜 は 、 広 く さ れ た ベ ー ス 部 の 周 囲 領 域 が 組 み 付
け の 間 に タ ン ク 壁 に 載 っ て い る こ と で 回 避 さ れ る 。 溶 接 領 域 は 、 組 み 付 け 後 に 、 シ ャ フ ト
を 適 所 に 確 実 に 維 持 す る た め 必 要 な 程 度 に 大 き い だ け で あ る 。 よ っ て 、 タ ン ク 壁 及 び ／ 又
は ベ ー ス 部 は 、 溶 接 領 域 の サ イ ズ を 不 必 要 に 増 加 さ せ な い こ と に よ り 、 変 形 さ れ な い 。 更
に は 、 溶 接 材 料 が よ り 少 な く 使 用 さ れ 、 コ ス ト を 減 少 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ の シ
ャ フ ト 及 び 接 続 バ ー を 設 け る 必 要 性 が 存 在 せ ず 、 ア ッ セ ン ブ リ の 全 重 量 を 低 い 状 態 の ま ま
維 持 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 従 来 技 術 の タ ン ク の 不 便 さ 無 し に 、 燃 料 タ ン
ク 内 で 構 成 部 品 を 正 確 に 位 置 決 め す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 溶 接 材 料 は 、 好 ま し く は 、 ２ ｍ ｍ 乃 至 ５ ｍ ｍ の 範 囲 に あ る 厚 さ を 有 し 、 交 差 、 H字 又 は
円 の 各 形 態 で 配 列 さ れ て い る 。
　 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ れ ば 、 ベ ー ス 部 の 周 囲 領 域 は 、 タ ン ク 壁 に 向 か う 突 出 部 を 備 え 、
該 突 出 部 は 、 溶 接 材 料 が タ ン ク 壁 と 接 触 す る と き 、 該 突 出 部 が 該 タ ン ク 壁 上 に 載 置 す る よ
う に 寸 法 が 定 め ら れ て い る 。 こ の 突 出 部 は 、 タ ン ク 壁 と ベ ー ス 部 と の 間 の 距 離 を 一 定 に 維
持 す る こ と を 確 実 に し 、 シ ャ フ ト が タ ン ク 壁 に 正 確 に 位 置 決 め さ れ る こ と を 可 能 に し 、 傾
斜 が 組 み 付 け の 間 に 回 避 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 例 に よ れ ば 、 タ ン ク 壁 は 、 ベ ー ス 部 に 向 か う 突 出 部 を 備 え 、 該 突 出 部
は 、 溶 接 材 料 が タ ン ク 壁 と 接 触 す る と き 、 ベ ー ス 部 の 周 囲 領 域 が 突 出 部 上 に 載 置 す る よ う
に 寸 法 が 定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 周 囲 領 域 及 び タ ン ク 壁 の う ち 少 な く と も い ず れ か は 、 少 な く と も ３ つ の 突 出 部 を 備 え る
こ と が で き 、 該 突 出 部 は 、 互 い か ら 等 間 隔 に 隔 て ら れ て い る 。 別 の 解 決 法 に よ れ ば 、 こ れ
ら の 突 出 部 は 、 周 囲 リ ブ を 形 成 す る よ う に 一 体 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 例 に よ れ ば 、 タ ン ク 壁 は 、 溶 接 材 料 を 受 け 入 れ る た め の 凹 部 を 備
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え 、 該 凹 部 は 、 溶 接 材 料 が タ ン ク 壁 と 接 触 す る と き 、 ベ ー ス 部 の 周 囲 領 域 が タ ン ク 壁 に 載
置 す る よ う に 寸 法 が 定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 例 に よ れ ば 、 ベ ー ス 部 の 周 囲 領 域 は 、 タ ン ク 壁 に 向 か う 突 出 部 を
備 え 、 タ ン ク 壁 は 、 前 記 溶 接 材 料 を 受 け 入 れ る た め の 凹 部 を 備 え る 。 突 出 部 及 び 凹 部 は 、
溶 接 材 料 が タ ン ク 壁 と 接 触 す る と き 、 ベ ー ス 部 の 突 出 部 が タ ン ク 壁 上 に 載 置 す る よ う に 寸
法 が 定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 タ ン ク は 、 燃 料 タ ン ク で あ り 、 構 成 部 品 は 、 燃 料 レ ベ ル セ ン サ ー 、 充 填 若 し く は 排 出 バ
ル ブ 、 又 は 、 ジ ェ ッ ト ポ ン プ の い ず れ か で あ る 。
　 好 ま し く は 、 シ ャ フ ト と 、 ベ ー ス 部 と 、 応 用 さ れ る 場 合 の 突 出 部 又 は 周 囲 リ ブ と は 、 一
体 の 部 品 に 、 例 え ば 、 押 し 出 し 成 形 又 は 射 出 成 形 に よ り 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 更 に 、 取 り 付 け 特 徴 構 造 体 に も 関 す る 。 該 取 り 付 け 特 徴 構 造 体 は 、 構 成 部 品
を 取 り 付 け る た め の シ ャ フ ト と 、 該 シ ャ フ ト の 一 方 の 端 部 に 設 け ら れ た ベ ー ス 部 と 、 タ ン
ク 壁 に 該 取 り 付 け 特 徴 構 造 体 を 溶 接 す る た め 、 ベ ー ス 部 の 溶 接 領 域 に 配 列 さ れ た 溶 接 材 料
と 、 を 備 え て い る 。 本 発 明 の 重 要 な 態 様 に よ れ ば 、 ベ ー ス 部 は 、 溶 接 領 域 よ り も 広 く 、 周
囲 領 域 に お い て 、 突 出 部 を 備 え 、 タ ン ク 壁 に 取 り 付 け ら れ た と き 、 該 突 出 部 は 、 タ ン ク 壁
に 向 か い 且 つ タ ン ク 壁 上 に 載 置 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 図 面 に お い て 、 同 じ 参 照 番 号
は 、 類 似 若 し く は 同 一 の 構 成 要 件 を 指 し 示 し て い る 。
　 図 １ は 、 特 に 自 動 車 の 燃 料 タ ン ク の タ ン ク 壁 １ ２ に 接 続 さ れ た 取 り 付 け 特 徴 部 １ ０ を 示
し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 取 り 付 け 特 徴 部 １ ０ は 、 そ の 第 １ の 端 部 １ ８ で ベ ー ス 部 １ ６ を 有 す る 略 円 柱 シ ャ フ ト １
４ を 備 え る 。 構 成 部 品 ２ ０ 、 こ の 場 合 に は 排 気 バ ル ブ は 、 シ ャ フ ト １ ４ の 第 ２ の 端 部 ２ １
に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 シ ャ フ ト １ ４ 及 び ベ ー ス 部 １ ６ は 、 一 般 に 、 押 し 出 し 又 は 射 出 成 形 に よ り 一 体 成 形 さ れ
る 。 ベ ー ス 部 １ ６ は 、 溶 接 材 料 ２ ４ を そ の 上 に 受 け 取 る た め の 溶 接 領 域 ２ ２ を 中 央 に 備 え
て い る 。 溶 接 領 域 ２ ２ は 、 大 な り 小 な り 、 シ ャ フ ト １ ４ と ほ ぼ 同 じ 直 径 を 持 ち 、 例 え ば 、
図 ２ に 示 す こ と が で き る よ う に 、 交 差 形 態 に 配 置 さ れ た ２ つ の 細 片 か ら な る 溶 接 材 料 ２ ４
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ベ ー ス 部 １ ６ は 、 溶 接 領 域 ２ ２ よ り 大 き い 直 径 を 持 ち 、 ベ ー ス 部 １ ６ の 周 囲 領 域 ２ ６ で
は 、 シ ャ フ ト １ ４ か ら 離 れ る よ う に 向 い て い る 突 出 部 ２ ８ を 備 え て い る 。 突 出 部 ２ ８ は 、
少 な く と も ３ つ の 等 間 隔 に 隔 て ら れ た 突 出 部 と す る こ と が で き 、 或 い は 、 図 １ 及 び 図 ２ に
示 さ れ る よ う に 、 周 囲 リ ブ と し て も よ い 。 取 り 付 け 特 徴 部 １ ０ を タ ン ク 壁 １ ２ に 組 み 付 け
て い る 間 、 溶 接 材 料 ２ ４ は 加 熱 さ れ 、 タ ン ク 壁 １ ２ と 接 触 し た 状 態 へ と も た ら さ れ る 。 こ
の と き 同 時 に 、 周 囲 リ ブ ２ ８ は 、 取 り 付 け 特 徴 部 １ ０ の 傾 斜 が 回 避 さ れ る よ う に 、 タ ン ク
壁 １ ２ 上 に 載 置 さ れ て い る 。 よ り 広 い ベ ー ス 部 １ ６ が タ ン ク 壁 １ ２ 上 に 周 囲 リ ブ ２ ８ を 用
い て 載 置 さ れ て い る と い う 事 実 に 起 因 し て 、 タ ン ク 壁 １ ２ へ の 取 り 付 け 特 徴 部 の 正 確 な 組
み 付 け が 確 保 さ れ る 。 組 み 付 け 前 に は 、 溶 接 材 料 ２ ４ の 厚 さ は 、 突 出 部 ２ ８ の 高 さ よ り も
僅 か に 大 き く な り 得 る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 組 み 付 け 後 に は 、 溶 接 材 料 ２ ４ の 厚 さ が 突 出
部 ２ ８ の 高 さ に 一 致 す る よ う に 、 組 み 付 け の 間 に 溶 接 材 料 ２ ４ を 溶 出 す る こ と が で き る 。
溶 接 材 料 ２ ４ か ら の 溶 出 は 、 例 え ば 、 タ ン ク 壁 １ ２ 、 溶 接 領 域 ２ ２ 、 又 は 、 溶 接 材 料 ２ ４
の 厚 さ に お い て 生 じ 得 る 不 規 則 性 を 補 償 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 本 発 明 の 他 の 実 施 例 が 図 ３ に 示 さ れ て い る 。 図 ３ は 、 タ ン ク 壁 １ ２ に 接 続 さ れ た 取 り 付
け 特 徴 部 １ ０ の 端 部 を 示 し て い る 。 図 ３ ａ の 実 施 例 で は 、 凹 部 ３ ０ が 、 溶 接 材 料 ２ ４ を 内
部 に 受 け 入 れ る た め 、 タ ン ク 壁 １ ２ に 形 成 さ れ て い る 。 ベ ー ス 部 １ ６ の 周 囲 領 域 ２ ６ は 、
図 １ の 周 囲 リ ブ ２ ８ を 必 要 と す る こ と 無 く 、 タ ン ク 壁 １ ２ 上 に 載 置 さ れ て い る 。 図 ３ ｂ で
は 、 図 １ 及 び 図 ３ ａ の 実 施 例 が 結 合 さ れ て い る 。 凹 部 ３ ０ が 、 溶 接 材 料 ２ ４ を 受 け 入 れ る
た め 、 タ ン ク 壁 １ ２ 内 に 形 成 さ れ て お り 、 こ れ と 同 時 に 、 周 囲 リ ブ ２ ８ が ベ ー ス 部 １ ６ に
形 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は 、 同 じ 厚 さ の 溶 接 材 料 ２ ４ に な お も 適 応 し つ つ 、 リ ブ ２
８ を よ り 低 く 、 且 つ 、 凹 部 ３ ０ を よ り 浅 く 作 る こ と が で き る 。 図 ３ ｃ の 実 施 例 に よ れ ば 、
リ ブ ３ ２ が タ ン ク 壁 １ ２ 上 に 形 成 さ れ 、 該 リ ブ は ベ ー ス 部 １ ６ の 周 囲 領 域 ２ ６ を リ ブ 上 で
受 け 取 っ て い る 。 こ の よ う に 、 ベ ー ス 部 １ ６ を 、 突 出 部 ２ ８ 無 し で 形 成 す る こ と が で き る
。 ベ ー ス 部 １ ５ の 周 囲 領 域 ２ ６ を タ ン ク 壁 １ ２ に 載 置 さ せ る た め 他 の 形 態 も 可 能 と な る こ
と が 理 解 さ れ よ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に 係 る 、 タ ン ク 壁 に 取 り 付 け ら れ た 構 成 部 品 の ア
ッ セ ン ブ リ の 断 面 を 概 略 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の ベ ー ス 部 の 底 面 図 を 概 略 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 異 な る 実 施 例 に 係 る タ ン ク 壁 に 取 り 付 け ら れ た 構 成 部 品 の ア ッ
セ ン ブ リ の 断 面 を 概 略 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 １ ０ 　 　 取 り 付 け 特 徴 部
　 　 １ ２ 　 　 タ ン ク 壁
　 　 １ ４ 　 　 シ ャ フ ト
　 　 １ ６ 　 　 ベ ー ス 部
　 　 １ ８ 　 　 第 １ の 端 部
　 　 ２ ０ 　 　 構 成 部 品
　 　 ２ １ 　 　 第 ２ の 端 部
　 　 ２ ２ 　 　 溶 接 領 域
　 　 ２ ４ 　 　 溶 接 材 料
　 　 ２ ６ 　 　 周 囲 領 域
　 　 ２ ８ 　 　 突 出 部
　 　 ３ ０ 　 　 凹 部
　 　 ３ ２ 　 　 リ ブ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(7) JP 2004-338697 A 2004.12.2



フロントページの続き

(74)代理人  100106208
            弁理士　宮前　徹
(72)発明者  ノーベルト・ライマン
            ルクセンブルグ国エル－４９４０　バスシャラージ，アベニュー・デ・ルクセンブルグ　２９３
(72)発明者  マルペッサ・ランドルフ
            フランス国７５０１８　パリ，ブールバード・バルベス　４７
Ｆターム(参考) 3D038 CA15  CA31  CB01  CC06  CC17 

【要約の続き】
                              

(8) JP 2004-338697 A 2004.12.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

